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問２
句の「野ざらしを心に」が理由である。あとの鑑賞文を参考にする。

問３
｢一概に｣はひとくちに、おしなべてという意味。「身にしむ」という言葉は主として「秋風について言うようになっ」たが、梅の香などほかの例もあるということ。
問４
前の段落で、「『心ある』という状態」について説明し、ここでは、その内容の変化を述べている。

問６
ほかは意味が似ている漢字を重ねたもの。「最高」は「最も高い」と上の語が下の語を修飾している。

問７
｢ニュアンス」という体言に続く連体形。

